
事務局宛に以下を添えてお申し込みください。締切：8月22日(月)　定員：50名・先着順
①お名前  ②所属・役職  ③電話番号  ④メールアドレス  ⑤参加形態：隊員・一般（領収書の要・否）⑥懇親会参加の有・無

※隊員であるなしを問わず、団体、個人のどなたでもご参加いただける勉強会です。お気軽にお申し込みください。
　また、隊員登録で参加費が割安になります。詳しくは事務局にお問い合わせください。

新しい減災製品を開発しよう！
ワークショップ

参加方法

日　程

プログラム

テーマ

平成29(2017)年  4 月 26日(水)

参加費 ●定例会  隊員：1,000円
　　　      一般：2,000円 ※ 注1）
●懇親会  一律：3,500円 ※注2）

※注1）希望者には定例会、懇親会ともに、領収証をご用意いたします。申込み時に参加形態（隊員・一般）と領収証の要否を添えてください。
※注2）懇親会の当日キャンセルにつきましてはキャンセル料が発生いたしますのでご了承頂きますようお願い申し上げます。 
　　　

防災企業連合　関西そなえ隊　事務局： 湯井 恵美子  (ぬくい えみこ)
office@kansai-sonaetai.com   　http://kansai-sonaetai.com/   
　　　　  防災企業連合　関西そなえ隊

地下鉄西梅田駅より  徒歩3分
JR東西線北新地駅より 徒歩3分
JR大阪駅，地下鉄梅田駅より 徒歩7分
ドウジマ地下センター（ドウチカ）Cー83出口より徒歩30秒
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会　場

大阪市北区堂島2-1-31 京阪堂島ビル1階

リストランテ・
コローナ
06-4795-5567
http://www.r-corona.com/

17:40  受付開始
●定例会 18:00-20:00 
●懇親会 20:10～ 
※定例会に引き続き、
　同会場にて懇親会を行います。

(C)Yahoo Japan,(C)ZENRIN 100 m

熊本地震から１年。
もう一度、被災時の実状を振り返り、
備えを具体化する新製品を考案しよう！

第2部：新しい製品を開発しよう！ワークショップ

第1部：熊本地震から１年。現時点の課題を振り返る。
　　　　　●プレゼンテーション：湯井恵美子（そなえ隊隊員・事務局）

●技術事例紹介：①高機能ゴムシートの製造／山本化学工業株式会社、
　　　　　　　　②段ボール製品の製造・加工／株式会社タカオカ、
　　　　　　　　③LEDライトの企画製造／前田機械株式会社
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まずは予定を
押さえよう！

●定例会　今後の開催予定
　第20回は、2017年6月 28日 (水) です。

プログラム

●防災企業連合　関西そなえ隊 「定例会」について
「関西そなえ隊」では、「定例会」として2ヵ月に１度、防災・減災の学びを共有する勉強会
を開催しています。事前のお申し込みで団体・個人を問わずどなたでもご参加いただけます。
●隊員募集！
「関西そなえ隊」では隊員登録を推奨しています。隊員にはさまざまなメリットをご用意して
いきます。隊員になってぜひいっしょに活動しませんか？ご関心のある方はお気軽に事務局ま
でご連絡ください。
連絡先：　防災企業連合　関西そなえ隊　事務局　
　　　　　office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   

第2部：新しい製品を開発しよう！ワークショップ
　繰り返される自然災害への備えを普及し、社会に貢献すること。自社製品を製造販売する企業の立場からは、いかに
これを実現できるでしょうか。関西そなえ隊隊員企業の各社が独自に持つ３種の技術事例を選抜・紹介し、これを活用
した新しい減災製品の発案を試みるワークショップを行います。現在ある優れた技術や素材を、ものを作る・使う・勧
める等、様々な立場・視点から検証し、アイディアを出し合って、減災に役立てられる「新たな製品」を発案します。
災害の現場の実状に寄り添い、避難所等で要支援者の生活をサポートできる用品など、みなさんの経験、知見を合わせ
て新しい製品を生み出してみましょう。「そなえ隊発」オリジナル新製品のヴィジョンを描くことはできるでしょう
か？参加のみなさんでチャレンジしてみましょう！

熊本地震から１年。
もう一度、被災時の実状を振り返り、備えを具体化する新製品を考案しよう！

新しい減災製品を開発しよう！ワークショップ

3000
1600

1600 3000高機能ゴムシートの製造／
山本化学工業株式会社
まるでパンを作るような感覚で、繊細・丁寧に
工程を重ねて練り上げる独立発泡構造の合成ゴ
ムを製造。この素材を災害時のライフガード、
保温などの縫製品に展開しています。

段ボール製品の製造・加工／
株式会社タカオカ
3枚のシートから板段ボールを製造加工する工場
には、手軽に試作ができるサンプルカッターを
備えており、紙ならではの加工方法、機能性を
活かした、新製品の発案を具現化しています。

LEDライトの企画製造／
前田機械株式会社
省エネのライトとして普及が進むＬＥＤライト
は、災害時の明かりとしてもむろん有用です。
無限大の可能性があるＬＥＤ製造の最先端から
「ＬＥＤ×防災」を推進しています。

第1部：熊本地震から１年。現時点の課題を振り返る。
　2016年4月、2度連続の震度7をはじめ、余震がいつ終わるのかわからな
い不安を抱えて過ごした熊本地震の発生から1年が経ちます。合わせて起
こった豪雨災害などもあり、益城町、御船町、西原村、南阿蘇村と、複数
の被災自治体にとって大変厳しい災害となりました。家屋や公共施設の建
物被害、避難所での食料・トイレ・寝具の課題、薬の備蓄、安否確認…。
熊本地震被災地への延べ50日間の支援活動を通して得た知見を元に、今も
なお残る課題を俯瞰し、今後新たな被災地ができる前に取り組んでおきた
いことを、隊員のみなさんと確認・共有します。
　●プレゼンテーション：湯井恵美子（そなえ隊隊員・事務局）

　●今回選定の技術事例プレゼンテーション：


